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I 調査目的
本県の日本海における民ぴき漁場は大陸棚及びそれに隣按する水深30 0 m内外の海蛾におけ

る近年底棒資源の減少が著しい。 ζのため従来漁場として利用ぎれていない新横擦の閉葬をおと

E ない当該漁業の経営安定を図るために実悔した。

E 調査内容

1. 調査漁場

2. 調査期間

3. 調査方法

園調査結果

1.経組

別紙漁場開のとおり

昭和 43年2月16日-3月5日

1そ弓びt量廃ぴき網漁法で漁業試験をおとなろ。

調査は初めての漁場で実物するセめ当初水尻底質，海底状況，海潮流などについて調奇し，

その後状況の許す範聞で試験操業を実権するとい弓 2段構えの実物計直隆立てたが，最初ρ調
変地である鯵ケ沢沖漁場では 30 0 m以深の海底は，おおむね泥質であって漁場水深も海閣に

示されているものを参考3こすれば充介操業できる見透しとなったため，特に入念な事前調査は

おこなわなかった。

即ち> 'ijl!添漁場関1の水探 30 O. m以上は沖合に向って比較的織かな矧斜をなしており，

6日日 m附近までは底ぴ宗漁擦としての地形条件に恵吏れているものと考えら九たので，鯵ケT

沢沖漁擦でほ，操業位置を変@て前後 7悶操業し，別添の漁獲成著者を得た。

次いで北海道小島の南西方向に海図上 300-700mの水慢を禾す海域があり， この漁燥で

の魚探による漁場調杏をおとなったが，海患の起伏が綴めて顕著で;t，り，民び夫漁場としては

明らかに不適であると半i断されたため，更に調査海域を北側に延畏して小島西方lこ償問する小..

島堆海域の調査をおとなった。

当該漁場は，昭和 24年8月に本燥白馬車丸によって一度調査のおとなオオもた海蛾であるが， そ

の試験結果報告でほ，今後の調脊諜悪質として残されており，院知的にも異ることから同遊性の

タヌ ホッケ等に幾介期待をかけたが. 4回操業して男l除の結果に終った。

深浦沖における試験操業は. 3月4日から 5目安でおとない，調奇海域は，久六鳥の寝イmlL新

場1と呼ばれている漁場の北侭11を主体として 5伺操業をおとなったが，この漁爆は，宥官軽快で
や h起伏の多い海底地形で 5明の捜がかりがあった。

以上本年度は 5ケ所の漁燥で計16問の試験操業をおとたったに止さり，それぞれの漁燥につ

いて十分な価値判断をなす資料を得るに至らなかった。
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2. 海、獲成積
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c 久六島東方漁場
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3. ズワイガニ測定幣果

本種が末手'1用漁場における主要な漁獲物となるであろ弓と』お調査以前から考えられでいた

ところであるが，ズワイガニになじみのない本県においては，ス・ワイガニの資源状態はもとよ

りその生場ー漁場，漁明 商品としての流通の条件などすべて利明の空主慢さ震に入り，或ばと

い弓期待もあったが冬漁場共小賓の水接げに止まったが，小鳥土佐附近では，ややiとiった漁

獲があった。同堆附近は， 4 0 0 mを境として急激に社株↓するとい弓質問主的特徴があり， 5 00 

--60 0 m水深での曳納は実地で合なかったが，資i家的には可成，)有望の可能性が強いと者え

られるので，今後は漁注を変えた調査が判待される。
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IV'考察

今回おとなった日友海沖合底ぴき漁場調査の発端は幸洋丸が沿海洲沖1実ぴ宗漁業試写需にあた

って 42年 11月および42年 1213の第 1次，第 2次航海とも y連警備再をから交渉を噴ナると

い号事鳴が生じ，その代りとしておとなったものであるが，最近日本海における木県.腹ぴき船の

操業状況から底場資原D減ゆ傾向が認められ，沖合の新漁場開発は，切実な問題となっているa

とのよ弓な脊景のもとで沖合明発を回途とし，漁場の選定をおとなって(1惨ケ堤沖漁場 (2)小島

堆沸場 i3l久六烏東側漁場こついて靖査鵠章者をおとなった.

との綜.ll!鯵ケ沢漁場では，海庚状況その他から渇場としての地理的，地問守専件には恵全れてい

る杭調査時期において民見るべき資源、がなく，わづかにズワイガニ(小}が 1えい相当り 5

_ 2 0尾程度入網したに渇ぎなかった。従って調奇範聞における漁場価値は， との時期において

は期待されkいのではないかと考えられた。

叉小島堆漁場は鯵ケ沢から北西45埋附近に{立穫し. 4 0 0 m末満の海域はほぼ方形をなして面

積 10-1 2平方す恩照管はおおむね砂，泥質であるが各所に岩盤の存在が認められた@

漁獲物の主なものは，タラ，スケソタラ，ズワイガニである杭 1えい網当'>50-60K9程度

で好漁場とほ考えられなかったa しかし回避性のタラやスケソタラは別としてズワイガニが各回

とも10-15K9理度入潤したところから，周辺漁場のズヲイガニ資源について今後調査の必要

があるものと考えられる。

更に久六島寝側漁場での換業は，当初漁探による調査では海底の起伏が大きく操業が危ぶをれた

杭地元深浦地区の寝びき関係者を乗船させ操業上の意見を聴取して実穂したとこる 5田操業

の弓ち 5回は根がかりで漁湾はなく，えい縄できた分についても浄獲物は僅少であった。

主体は，アガガレイ，スケソタラ，ズワイガニであったが漁場としての荷積も限られており，本

調書を結果からほ，きして利用何直ある漁場とは尉つれなかった。
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日本海沖今産主曳操業漁燥図
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。で水深を記した分は魚問調 41 03 0 I 小島土佐とその南東漁場の概麟図漁場開その 2，
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漁場開その 5 久六鳥東相11漁場
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